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証券コード：7551

・住所変更、単元未満株式の買取等のお申出先について
株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、特別口座の口座管理機関である
三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

・未払配当金の支払について
株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

・配当金計算書について
配当金お支払いの際にご送付しております「配当金計算書」は、租税特別措置法の規定に基づく「支払
通知書」を兼ねております。

4月1日から翌年3月31日まで

6月

定時株主総会については3月31日
そのほか必要があるときには、あらかじめ公告をする一定の日

3月31日
中間配当の支払を行うときは9月30日

〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号　
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

電話　0120-782-031（フリーダイヤル）
取次事務は三井住友信託銀行株式会社の本店及び全国各支店で行っております。

事 業 年 度

定 時 株 主 総 会

基 準 日

配当受領株主確定日

郵 便 物 送 付 先

（ 電 話 照 会 先 ）

株主メモ  

株式会社ウェッズ
〒143-0016　東京都大田区大森北1-6-8
TEL 03-5753-8201
URL https://www.weds.co.jp



　平素は当社の事業運営に格別のご支援・ご高配を賜り厚くお礼申し上げます。
　さて第57期（2021年４月１日から2022年３月31日まで）の当社グループ
の業績につきまして、その概要をご報告申し上げます。
　当連結会計年度における我が国の経済は、新型コロナウイルス感染症の影響
が続く中、ワクチン接種が進むに連れ経済社会活動が段階的に再開し、年度末
に掛け生産や消費に持ち直しの兆しも見られました。一方で資源価格の高騰、
半導体不足、ウクライナ情勢等、景気の下押し要因もあり、先行きは不透明な状
況にあります。
　当連結会計年度は、主力のアルミホイール等で増加した自動車関連卸売事業
や物流事業等の売上増により、売上高は、34,772百万円（前期比12.7％増）と
増収になりました。一方で、原材料価格の上昇や円安などによる仕入コスト
アップ等により営業利益は、1,520百万円（前期比1.9％減）、経常利益は1,523
百万円（前期比5.0％減）、親会社株主に帰属する当期純利益は863百万円（前
期比13.8%減）と、それぞれ減益になりました。
　株主の皆様には、なお一層のご支援とご鞭撻を賜りますようお願い申し上げ
ます。
 2022年6月

株主の皆様へ
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代表取締役社長

稲妻 範彦

（単位：百万円） （単位：百万円） （単位：百万円） （単位：百万円）

トップメッセージ  

「ウェッズの永遠のテーマ、それはCHALLENGEです。
私達は人と車の未来に向けて、

常に新しく価値ある商品を創造し社会に貢献します。」

経 営 理 念

経 営 指 針
「私達は、お客様最優先の営業方針と

会社・株主・社員三位一体の取り組みにより、
会社の繁栄と安定を追求して、

株主利益の向上と社員のライフプラン充実に努めます。」

※ 売上高構成比は、調整額（セグメント間取引消去）を除く売上高で算出しております。

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

売上高は、25,486百万円となり前期比2,762百万円（12.2%）の増収となりました。これは主力のアルミホイール等、商品全般の
販売が増加したことによります。一方、セグメント利益は原材料価格の上昇や円安などによる仕入コストアップ等により1,033百万
円となり前期比197百万円（△16.1%）の減益となりました。

売上高構成比

70.0%

自動車関連卸売事業 一般市販市場へのホイールを中心とした自動車関連商品の製造及び販売

売上高 25,486百万円 前期比　12.2%増 セグメント利益 1,033百万円 前期比　16.1%減 

売上高は、通販による自動車用品等の販売が大幅増となり、さらに昨年度ジェームス店としてリニューアルしたジェームス安城店は
じめ店舗販売も増加し、2,450百万円となり前期比251百万円（11.5%）の増収となりました。セグメント利益は112百万円となり
前期比82百万円（283.6%）の増益となりました。

売上高構成比

6.7%

自動車関連小売事業 一般消費者へのホイールを中心とした自動車関連商品の販売

売上高 2,450百万円 前期比　11.5%増 セグメント利益 112百万円 前期比　283.6%増 

売上高は、訪問介護や12月に立ち上げた訪問看護事業で収入が増加し、439百万円となり前期比12百万円（2.9%）の増収となり
ました。一方、セグメント利益は人件費等の増加もあり、28百万円となり前期比11百万円（△28.9%）の減益となりました。

売上高構成比

1.2%

福祉事業 高齢者向けの複合福祉サービス

売上高 439百万円 前期比　2.9%増 セグメント利益 28百万円 前期比　28.9％減 

売上高は、主要顧客等との既存取引の増加や新拠点立ち上げに伴う新規拡販などにより7,016 百万円となり前期比986 百万円
（16.4%）の増収となりました。セグメント利益につきましても新拠点や新規業務対応に係る初期費用等を吸収し、315百万円とな
り前期比116百万円（58.4%）の増益となりました。

売上高構成比

19.3%

物流事業 商品保管・荷役等の物流サービス

売上高 7,016百万円 前期比　16.4%増 セグメント利益 315百万円 前期比　58.4%増 

携帯電話代理店事業の売上高は、１店舗譲渡による4店舗体制等による販売減等により954百万円となり前期比49百万円（△
4.9%）の減収、賃貸事業の売上高は、80百万円となり前期比0百万円（△0.4%）の減収となり、合わせて1,034百万円と前期比
49百万円（△4.6%）の減収となりました。
セグメント利益は、携帯代理店事業では販売減の中、販売イベント費が増加する一方でインセンティブ収入は減少し、26百万円の
損失となり前期比20百万円の悪化となりました。また、賃貸事業は57百万円の利益で前期比2百万円（3.8%）の増益となり、合わ
せて30百万円と前期比18百万円（△37.7%）の減益となりました。

売上高構成比

2.8%

その他事業 携帯電話代理店事業、賃貸事業

売上高 1,034百万円 前期比　4.6%減 セグメント利益 30百万円 前期比　37.7%減 
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連結財務諸表  

科　目 当期 前期

（資産の部）

流動資産 13,653 12,464

現金及び預金 4,997 5,050

受取手形及び売掛金 4,159 3,684

たな卸資産 3,422 2,800

その他 1,073 929

貸倒引当金 △0 △0

固定資産 8,828 9,071

有形固定資産 7,154 7,376

建物及び構築物 3,511 3,679

土地 3,357 3,357

その他 285 339

無形固定資産 150 164

投資その他の資産 1,523 1,531

投資有価証券 454 443

繰延税金資産 403 360

その他 786 732

貸倒引当金 △120 △5

資産合計 22,482 21,535

科　目 当期 前期

（負債の部）
流動負債 4,664 4,193

支払手形及び買掛金 2,800 2,464
短期借入金 245 266
未払法人税等 430 384
賞与引当金 216 201
役員賞与引当金 61 59
その他 910 817

固定負債 2,591 2,674
長期借入金 1,588 1,722
繰延税金負債 5 7
退職給付に係る負債 226 212
役員退職慰労引当金 146 116
資産除去債務 199 198
その他 424 417

負債合計 7,255 6,867

（純資産の部）
株主資本 13,405 12,894

資本金 852 852
資本剰余金 845 845
利益剰余金 11,754 11,243
自己株式 △47 △47

その他の包括利益累計額 453 485
その他有価証券評価差額金 178 171
繰延ヘッジ損益 242 286
為替換算調整勘定 32 27

非支配株主持分 1,368 1,287
純資産合計 15,227 14,668
負債・純資産合計 22,482 21,535

（注）単位未満については切り捨てて表示しております。

科    目 当期 前期

売上高 34,772 30,867
売上原価 28,295 24,525
売上総利益 6,477 6,341
販売費及び一般管理費 4,956 4,792
営業利益 1,520 1,549
営業外収益 96 88
営業外費用 93 34
経常利益 1,523 1,603
特別損失 21 —
税金等調整前当期純利益 1,502 1,603
法人税、住民税及び事業税 569 452
法人税等調整額 △28 88
当期純利益 961 1,062
非支配株主に帰属する当期純利益 98 61
親会社株主に帰属する当期純利益 863 1,000

（注）単位未満については切り捨てて表示しております。

科   目 当期 前期

Ⅰ営業活動によるキャッシュ・フロー 550 2,158
Ⅱ投資活動によるキャッシュ・フロー △42 △1,215
Ⅲ財務活動によるキャッシュ・フロー △565 △625
Ⅳ現金及び現金同等物に係る換算差額 5 1
Ⅴ現金及び現金同等物の増減額 △52 318
Ⅵ現金及び現金同等物の期首残高 4,930 4,611
Ⅶ現金及び現金同等物の期末残高 4,877 4,930

連結キャッシュ・フロー計算書（単位：百万円）

（注）単位未満については切り捨てて表示しております。

（注）単位未満については切り捨てて表示しております。

株主資本 その他の包括利益累計額
非支配

株主持分 純資産合計
資本金 資本

剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本
合計

その他
有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ
損益

為替換算
調整勘定

その他の
包括利益

累計額合計
当期首　残高 852 845 11,243 △47 12,894 171 286 27 485 1,287 14,668
当期変動額

剰余金の配当 △352 △352 △352
親会社株主に
帰属する当期純利益 863 863 863

自己株式の取得 △0 △0 △0
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 6 △44 4 △32 81 48

当期変動額合計 510 △0 510 6 △44 4 △32 81 559
当期末    残高 852 845 11,754 △47 13,405 178 242 32 453 1,368 15,227

連結株主資本等変動計算書（単位：百万円）
当連結会計年度

連結貸借対照表（単位：百万円） 連結損益計算書（単位：百万円）
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会社の概要・株式情報（2022年3月31日現在）  

　2022年4月にヨーロピアンクラシックなスタイリングでシンプルな造形に立体感を加えた
軽自動車専用設計ホイール「Gyraft ８S（グラフト ハチエス）」の販売を開始しました。
　国内新車販売の軽自動車販売構成比率は、高水準で推移しており、大きな販売ゾーンへの投
入になります。さらに今期中にGyraftシリーズから１フェイス追加投入予定です。
　10代20代の男性及び女性に支持されるポップな打ち出しで、幅広いユーザーに対応するブ
ランドになるよう取り組んで参ります。

軽自動車専用モデル
「Gyraft ８S（グラフト ハチエス）」誕生！

トピックス  

会社概要 株式情報

株式会社ウェッズ
WEDS CO.,LTD.

東京都大田区大森北1-6-8

1965年10月12日

 8億5,275万円

 143名

自動車用アルミホイール・スチールホイールを
中心とした自動車部品・用品の企画開発・販売

商 号

本 社

設 立

資　本　金

従 業 員 数

業 務 内 容

発行可能株式総数…………………………………… 53,340,000株

発行済株式の総数…………………………………… 16,118,166株

単元株式数………………………………………………………100株

株主数………………………………………………………… 5,009名

大株主

役員（2022年6月28日総会後新役員）

稲　妻　範　彦

石　田　純　一
中　尾　宏　平
川　端　久　人
牛　尾　　　理
今　町　方　規
野　﨑　　　修
谷田部　雄　太
平　松　幹　人
朝　原　満　博

取 締 役 社 長 
（代表取締役）

専 務 取 締 役 
専 務 取 締 役 
常 務 取 締 役 
取 締 役
取 締 役
取 締 役
常 勤 監 査 役 
監 査 役
監 査 役

※  取締役牛尾理氏及び野﨑修氏は、会社法第2条第15号に定める社外取締役で
あります。

※  監査役平松幹人氏及び朝原満博氏は、会社法第2条第16号に定める社外監査
役であります。

※  取締役野﨑修氏及び監査役朝原満博氏は、東京証券取引所が定める独立役員
として届出をしています。

株主名
持株数（株） 持株比率（％）

中央精機株式会社 6,167,600 38.46
碧海信用金庫 520,000 3.24
石原勝成 480,000 2.99
株式会社三菱UFJ銀行 355,200 2.21
株式会社三井住友銀行 291,200 1.82
六和機械股份有限公司 256,000 1.60
伊澤秀 145,200 0.91
平倉昭雄 126,500 0.79
加藤博久 100,000 0.62
民享工業股份有限公司 100,000 0.62

株価推移
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「WedsSport RACING スカラシップ」制度の創設
　モータースポーツ振興促進活動の一環として競技参加者
の皆様を支援する「WedsSport　RACING スカラシップ」
制度を創設いたしました。
　本スカラシップは、ご登録いただいた皆様に対して特別
価格で対象アルミホイールを提供することに加えて、参戦
カテゴリーごとの順位ポイントを付与し、使用中の対象ア
ルミホイールと交換することができるというものです。
　対象となる競技は、TOYOTA GAZOO Racing GR86/
BRZ Cup 2022、TOYOTA GAZOO Racing Yaris Cup 
2022、日本国内ラリー、ダートトライアルなどです。
　今後もモータースポーツ活動を通じて、ウェッズの認知
度向上を図っていくとともにモータースポーツマーケット
の活性化に貢献していきます。
　なお、本スカラシップの詳しい内容は、こちら（https://
www.weds.co.jp/wedssport/motor_sports/）を 参 照
してください。
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